
第
一
部
の
「
作
品
篇
」
は
各
作
品
ジ
ャ
ン
ル
に

つ
い
て
現
在
の
問
題
意
識
の
先
端
部
分
を
示
し
つ

つ
概
説
を
試
み
、
石
川
啄
木
の
「
人
と
作
品
」
の

入
門
的
、
専
門
的
内
容
を
提
示
す
る
こ
と
を
主
眼

と
し
た
。
第
二
部
の
総
数
五
三
六
に
の
ぼ
る
項
目

は
、
①
イ
メ
ー
ジ
項
目
を
中
心
に
し
て
石
川
啄
木

の
感
情
内
風
景
を
描
く
こ
と
を
主
眼
と
し
、
②
キ

ー
ワ
ー
ド
項
目
は
啄
木
の
精
神
的
骨
格
に
あ
っ
た

思
想
的
、
社
会
的
諸
要
素
を
理
会
す
る
た
め
に
設

け
た
も
の
で
あ
る
。
③
人
名
、
地
名
、
文
芸
、
社

会
、
生
活
な
ど
の
一
般
項
目
は
、
啄
木
の
周
囲
に

在
っ
た
人
々
、
移
り
住
ん
だ
土
地
、
時
代
の
文
芸

思
潮
な
ど
、
啄
木
を
、
啄
木
の
生
き
た
時
代
空
間

に
再
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
設
定

し
た
。
第
三
部
に
は
啄
木
作
品
出
版
史
や
新
し
い

ス
タ
イ
ル
の
年
譜
な
ど
を
提
供
し
た
。

事
典
項
目
の
執
筆
者
は
一
○
八
名
に
上
り
、
主

と
し
て
会
員
が
分
担
し
た
。
文
字
通
り
、
国
際
啄

木
学
会
一
○
年
の
歴
史
と
研
究
の
到
達
を
事
典
に

表
現
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
事
典
は
、
何

国
際
啄
木
学
会
編

『
石
川
啄
木
事
典
』

ら
か
の
統
一
的
な
啄
木
像
を
学
会
と
し
て
提
示
し

た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
断
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
、
イ
メ
ー
ジ
項
目
、

キ
ー
ワ
ー
ド
項
目
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
啄
木
像

を
描
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
項

目
の
多
様
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
読
者
の
皆

さ
ん
の
中
に
多
彩
な
啄
木
像
を
彫
像
し
て
下
さ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
啄
木
を
育
て

た
『
明
星
』
が
多
彩
な
文
学
的
個
性
の
星
雲
で
あ

っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
如
上
の
こ
と
は
理
会

さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

二
○
世
紀
は
わ
が
国
の
近
代
化
が
社
会
、
人

心
に
様
々
な
光
と
影
を
投
じ
な
が
ら
、
啄
木
の

生
き
た
時
代
と
相
似
す
る
。
〈
時
代
閉
塞
の
現
状
〉

を
百
年
の
後
の
我
々
に
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ

の
『
石
川
啄
木
事
典
』
に
よ
っ
て
、
一
人
で
も

多
く
の
人
が
〈
時
代
閉
塞
〉
の
向
う
側
に
、
夢

あ
る
人
間
世
界
を
夢
見
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。
（
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）

〈
編
集
委
員
〉
池
田
功
・
上
田
博
・

小
川
武
敏
・
近
藤
典
彦
・
瀧
本
和
成
・

堀
江
信
男
・
遊
座
昭
吾

（
お
う
ふ
う
二
○
○
一
年
九
月
六
四
七
頁

四
五
○
○
円
）

母
は
、
今
年
二
○
○
一
年
に
入
っ
た
睦
月
の

半
ば
、
満
九
十
二
歳
と
六
ヶ
月
で
天
国
に
召
さ

れ
た
。
そ
の
日
の
最
後
の
日
記
を
掲
げ
て
お
く
。

二
○
○
｜
年
一
月
十
七
日
（
水
）
曇
り
の
ち

晴
れ
。
朝
早
く
淑
子
と
、
母
が
入
院
し
て
い
る

病
院
に
行
っ
て
み
た
が
、
昨
日
の
ご
と
く
、
黙
っ

安
森
敏
隆
著

『
介
護
・
男
の
う
た
獅
日
』
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